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l は し が き

il BukitMerah農事試験場土壌の根要

Ⅲ 実施 した試験および観察の概要

1＼ 県 ン｣く 圃 試 愉

丁 は し が き

1958年8月よ り1960隼8月まで約 2年｢乱 マラヤ:'=おいて従車した稲作改 .:1･.=一試験について,

その情要を羽打;･す る〔

おいて勤務 し,特 に水稲二期作 U)哉培 改 裾 二従 耳す るよう命ぜ られた∩出発F榔 こ農林省係官と

1日間の打 合せがあったとはいえ,マ ラヤにおける稲作を知るには誠に本十 分な打 合せであ っ

たC しか しマ ラヤ 稲 作 調査団Hと して ;ftI行された Jrl目抜信が. BukitMerah県有試験場,

TelokChengai(テ ロチェンガイ) 廿 持試 験場などの 巨壌調査/}t:Ji施され, 口裏を持 ち帰 られ

て,物理分析,化学分肝,TTr実 施されてお られたこと は , 土壌肥料を担当す ろ君にとっては 大変

什意義であ った､

JI BukitJはerah鼻事試験場土壌の概要

1, _土壌断両 土壌断面調査結 果か ら次L/)零が らが硯察 されノた

第-に憤行 と して耕起 とい う作業がない故か 作土 cj)厚さが うす く,根揮レ)分布 も作 上に 人 情

'JHf.Ei･申 し, 下屑 における万石はきわめて少ない 1 これ霊前述cjjj井起 作業の有無の他に,/トト･'行

な水Jr.:･理 LJ)ため作 卜および 1,-Jrflt‖ 二に相､Ⅰ'T強い還元層C/)発達が認められ.これが根 の発達 を妨膏

してい るもうー一つの原関であることも考え られ る

第二 に斑鉄 については作土には大変 多 く認め られ, /Liは赤祝 邑であるが, F層土では ｢あ

I)｣程度で色 も黄祝色である､

他 U)∴十に/)いては特 に｣はり目すろこともないJ)で省 ;軒する

2. 物P酎机IE質 および化J芋的性rni' 物理的性質な らびに化学 的性質 については比較的月:.虎

性が高 い といわれてい る TelokChengai 門 車;試験場o)諸件質 と比較す る意味で両者に一)いて



第 1 表 BukitMerahおよび TelokChengai農事試験場水田土壌分析結黒
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Nameofsoil BukitMerah TelokChengal

Itemsofanalysis Laver 1st 2nd Lst 2nd

N/5HCIsolubleP205 mg/100g 3.84 1.81 1.43 1.59

N/5HCIsolubleK20 mg/100g ll.99 9.39 23.68 24.84

Absorptionco-efficientofN (pH7)
mg/100g

Absorptionco-efficientofP205(pH7)
mg/100g

206.2 297.9 492.3 523.8

434.5 709.3 1378.0 1532.0

a)分析結 果を第 1表 に示す ′ これ らC/)分析 は農林省 関 東東山農業試験場で行なわれた も,J)でお

ら

'/jlーIT･泉rl栗については, 多 くはふれノないが 特徴 とみ られ るもU)/㌻あげ ると次の とお りでLiJl

フ
ノ､､)

a 粘土合量は第 1層 は27.6%,ノ第二 [軒 ま39.4,'/Oで,土性 はいずれ も LiC である

b pH は水浸出,塩化 カ リ浸 出ともいずれ もきわめて低 く,ylに｢)いて もいずれ も高 く,

その頃関は塩基の欠乏 によ るもU)と考え られ る-㌔

C 章素,炭素含量は問題はない ようで ある二

d 塩 歳については,塩基飽 和度は根 く,t=,Tq二換性石 灰-, .上上c)).I-,T二量も低 い｡

e 遊離鉄 ,易還元性マ ンガ ンについて息 それ らの :rT遠はきれめて低く, こU)点キ考 起 し

た土 壌 改良が考 え られ るべ きで はないか

f 陀土効 果については問題はないようで,室素的地力 も相 当あ るようであ る

g N/5塩酸 可浴 リン酸, カリについて もそ,))合量は十 'jTJ)よ うであ/71,

11上 U_)理化学的性質を考慮 の上, 関係係官 と協議の と次 に述 べ る 試験を 実 lj/kLたし′)である

が,紙数 の関係か らその設計 と成績 について概要,Tr報告す るに止二･めたいっ試験 は mainseason,

Offseason の両期 にわた って同一設 計によって実 施 したJ)で, まず1958年 よ り1959年の 冊 に

美施 した成績 について述 べ る､,なお試験以外 に組察 と して , 川場 ,枢 あるいはポ ッ トで小規棋

a)調発を行な ったが, これ について もその概要を簡単に述べ たい

試験に供したrVl柿 はそれぞれ mainseason は RadinGouy,Offseason は PeBiFun で

あろ 播種 H,移植 F上 収穫 日∴技増の概要 については省 略す る｡

IIl 実施 した試験および観察の概要

1. 一二要 素 試 験

a 試験 o)設計 (4通)

(1) 無 肥 料 区 (2) 無 宣 長 Lメ

(3) 無 リ ン 慢 区 (4) 無 力 り 区
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(5) 三 要 素 区

(7) 三 要 素 石 灰 区

(6) 三要素 カ リ借嵐区

(8) 三要素 ドロマイ ト区

(9) 三 要 素 堆 肥 区

試験に使用 した肥料および施用量 (成分 と して)は次のとお りである｡

硫 安 30ポン ド/エーカ-

車 週 右 60 ′′

塩 加 25 ′′

(カリ借景区は50ポン ド/エーカー)

消 石 灰 1,000 ′′

ドロマイ ト 1,000 ′′

堆 肥 6,000 ′′

b 試験成績の概要 mainseason における試験では 室素 に対す る レスポンスは 高く無

窒素区に対 して三要素区は20%の増収 とな り,また(6)区のカ リ倍量区は収量高 く,無 カ リ区に

対 して三要素区は 8%増, 三要素 カ リ倍量区は 16%の増収 とな り, カ リの重要性を 示 してい

るこ,リン酸,石灰, 堆肥 に対 しては何の レスポンスも示 していない｡ Offseasonでは全区倒

伏 し考察は下せなか った｢､

2. ケイ酸石灰施用試験
ヽ

a 試験の設計 (4通)

(1) N 30ポン ド/エーカー

(2) N 30ポン ド, ケイカル 2,000ポン ド/エーカー

(3) N 60ポン ド, ケイカル 2,000ポン ド/エーカー

(4) N 60ポン ド, ケイカル 4,000ポン ド/エーカー

試験に使用 した肥料な らびに抱用量は,三要素試験 と同様である｡

b 試験成績の概要 両 シーズ ンを通 じてケイ恨石灰施用方法の不徹底ojためかケイ酸石

灰の肥効は全 く認め られなか った｡⊃特に Offseasonでは全区倒伏 して しまい肥効を確認す る

成績が得 られなか った(=

3, リン酸肥料肥効比故試験

a 試験の設計 (4通)

(1) C I 良 P 区

(3) 熔 リ ン 区

(2) 市 過 石 区

(4) 枯1形 肥 料 区

(5) 無 リ ン 恨 区

試験 に使用 した肥料および施用 量は,三要素試験 と同様である｡

b 試験成績の概要 両 シーズ ンjLjrl･通 じて三要素試験 におけると同様, リン酸に対す るレ
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スポ ンスは全 く認 め られノず, また リン峻肥料間 に差:i認め られ なか った

4･ 圭素肥料肥効比怯試験

a 試験の設計 (4辿)

(1) 硫 安 Ix

(3) )/11 基 体

(5) 無 量 素 I,i

(2) 塩 安 区

(4) 冊 形 肥 料 区

試験 に使11-1した リン懐, カ リ肥 料 および施用嵐は三要素試験 と同様 であ る.

b 試験成績の概要 mainseasonでは塩安 は硫安 とほぼ同様の成績 を示 したが,尻素 は

約10%の減収 とな った ′ これ は枢試験 の結果/jr合せ 考え ると,土壌 との混 合が木十 分で あ った

ため と考え る｡Offseason では塩安 , 尿素 と も 肥 勅は琉安 に_,,'1ったが, 理 由は不明であ /1',

5･ 宣長 , リン恨 フ ァク トー リアル試故

a 試験の設計 (3漣)

(3) ′′ -- 0:′′

(4) ′′ -30:′′

(5) ′′ -30二′′

(6) ′/ -30:′′

(7) ′′′ -60:′′

(a) ′′ --60:′′

- 0 ′ノ

-60 ,I

I-30 ,/

(9) ′′ -60: ′′ -60 ′′

室素 肥刑 は硫安 /jjI-, リン酸肥 料 と して 前週右引吏明 した カ リ肥 料は塩 加,Jf成 分で30ポ ン ド

/エー カー使用 した

b 試験 成績 の概 要 mainseasonで.は統計処理 U)結果有意差は認 め られなか ったが,(5)

区の室素30ポ ン ド/エーカー リン峻30ポ ン ド/エーカー区が最 もよ く, Offseasonでは(8)区

の窒素60ポ ン ド/エ-カー, りン酸30ボ ン トソエーカー区が最 も艮 く,それぞれC/)シーズ ンにお

ける適量を示 してい ると考え る｡main,off両 シーズ ンレつ室素C/)通景の相違 は,銅･liUj柚蓑によ

るもレ■)であ る｡

6. 童素肥 料施用法試験 (梶)

a 試験o)設 計
(l) 余 屑 jJT'Ih 肥 匡 (2) 表 桝 施 肥 I<

(3) 廿欄酎麦uj2日日表層施肥 区 (Offseasonでは試験 に依用 した芋素, リン出, 刀

リ肥料の種類およこ(-jj酬巴量は 三要素試験 と同様であろ)
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b 試験成績の概要 両 シーズ ン通 じて全層施肥区最 もよ く,表層施肥区に対 して12%の

増収 となっているG

7. 潅水前 の水闇土壌乾燥に闇す る試験 (ポッ ト)

a 試 験 の 設 計

(1) 闇植前1.5か月湖水区

(2) Ll]植前乾燥l基 (風L;･IZ)

肥料は窒素, リン酸,カ リそれぞれ 1gを硫安,琉過石,塩加で施用 した｡

b 試験成績の概要 土壌乾燥 の効果は草丈,茎数,玄米嘉において顕著に認められた｡

8. 試験結果のとりまとめ 以上が1958年より1959年にわた っての試験の概要であるが,

これ らの試験成績よりマラヤの農林省当局に対 して報告 した事項の二,三をあげるとつぎのよ

うである｡.

1) 水田の準備作業 として田植前の耕起,乾燥 は耕土の深 さを深 くし,土壌を酸化状態に保

つことができ,そ して乾土効果も期待できる｡

2) 水田の施肥については土壌の条件,品種による相違はあろうが,三要素の適量は一応次

のとおりと考える｡

malnSeason

窒 素 30ポン ド/エーカー

リ ン 酸 30 〝

カ リ 30 ′′

Offseason

室 素 60ポン ド/ェ-カー

リ ン 酸 30 〝

カ リ 30 〝

3) リン酸,カ リ肥料については一応全量元肥 とす るが窒素肥料については窒素施用壷の%

を元肥に,邦を幼穂形成期に施用す るように し,元肥 は金屑施肥 とす る｡

9. 1960年度の試験結果 つぎに1960年に実施 した試験の概要であるが,窒素, リン酸の

ファク トー リアル試験については, BukitMerahの試験場の他に BumbongLima の試験地

においても前回 と同様の設計で実施 したが,ほとんどさきに述べたと同様の成績を得ているの

で,ここでは省 略 したい｡また室素肥料の元肥,追肥の割合に闘す る試験についてはこれもま

たさきに述べたと同様の成績を得たので省略 したい｡

Ⅳ 展 示 圃 試 験

さていろいろの試験を実施す るに しても,従来の試験の仕方では,マラヤの農家の理解をう
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ることはなか なか むずか しいUjで,農林 省へ の報告で述べた ところU)改善点 を含んだ農 事 試験

場 の方法 と,農家の人 々が実際に行な って い る方法 とキ比lIL-/m ri-,示し.押裾を容 易にす るため次

のよ うなLxIをつ くって試験 を行な った｡

a 試 験U) 内 容

仁処理:耕起 , 申 卜

刷処理 :排起 -耕起す る (P)

Tajak (T)

車 上･牡Tノ溝川裾 13iL亜L:-/良 (D)

無排水 ()

施肥･.･農試方法 (FR)

室未 15ポ ン ドノ剖巳

15ポ ン ド追肥
仝 層 施 肥

リン酸60ポ ン ド元]肥

カ リ 30ポ ン ド元肥

FJt-1家〟)方法 (FIE)

りン恨60ボ ン ドHl植 後 2週間 El-IITJ郁Ll

曇素30ポ ン ドロ1柿後6週間 目施肥

無肥料 (Fo)

成増 ･ ･･農試方法 (Cs)

冊棒 は手で植 える 栽植 密度 12′′)く8〝,除草 は 除 草機で 3回

農家の方法 (CK)

E桐酎まKukuKambingを使用 して植 える｡栽柚密度任意,除草は

小さい Tajak によ り行な う｡

使用 した肥料の和知 は硫安 , rrl

週石 ,塩 加である:I.lIJ,上 の要閃Ti-

右のように組合 せ 2通で試験 を行

な った｡

b 試験成績oj班史 上処理

の耕起 については耕起 の効=某は認

め られ.る｡ またノ生育期間 中L))排 /Jk

の効果 も認め られノる,J施肥 方法,

伐,培肯理 の両について も FsCsv)

農試 oj方法が最高収量を示 し,畏

P t)

Fl( FK Fs Fo Fs Eo

Cs CE CK CK Cs C55

p -

Fo Fs FK Fo Fs FK

Cs CK Cs CK Cs CK

T D

Fs FF; Fo Fo F∬ Fh-

CK Cs Cs Cx Cs CK

T --

Fs Fo F_K Fo Fs FK

Cs CK Cs Cs Cx Ch,
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家慣行ujFECKに比較 して主処理間で 34% か ら103% cjj増収 となっている｡

以上 マラヤにおける稲作一改兼のための試験の概要について述べたのであるが,これ らC/)技術

の普及については個人指導による普及よりは,グループ指導 こそとられるべき指導方法 と考え

る｡ すなわち進歩的な部落 (ムキム)を選び,そこに住む農家を説得 して,農議において実施

している栽培法を農家のそれと比較 した展示因を設ける｡ そ して展示用を中心 として農家 とし

ば しば会合を捌き,彼等を教育 してゆ くのである｡ もしこれが成功するな らば他部落-の波及

的効果 も期待できるのではないか と考 える｡
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